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【公開番号】特開2012-95180(P2012-95180A)
【公開日】平成24年5月17日(2012.5.17)
【年通号数】公開・登録公報2012-019
【出願番号】特願2010-241841(P2010-241841)
【国際特許分類】
   Ｈ０３Ｋ  17/955    (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ   3/041    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０３Ｋ  17/955   　　　Ａ
   Ｇ０６Ｆ   3/041   ３８０Ａ
   Ｇ０６Ｆ   3/041   ３３０Ｄ
   Ｇ０６Ｆ   3/041   ３３０Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成25年7月25日(2013.7.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力装置であって、
　該入力装置の操作面をなす基材と、
　前記基材に対向配置される基板と、
　前記基板に、誘電体の部材を介して前記基材と対向配置され、静電容量を検出する一以
上の第一パッドと、
　前記基板に、誘電体の部材を介さずに前記基材と対向配置され、静電容量を検出する一
以上の第二パッドと、
　前記第一パッド、及び前記第二パッドに接続され、前記第一パッド、及び前記第二パッ
ドを制御する制御部と、を備える、
ことを特徴とする入力装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の入力装置であって、
　前記第二パッドは、前記制御部又は前記制御部に接続されるＣＰＵが前記第二パッドの
出力に基づいて前記第一パッドの出力を調整する補正値を求めるためのパッドである、こ
とを特徴とする入力装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の入力装置であって、
　前記第二パッドは、前記基板の前記基材と対向する面に配置される、
ことを特徴とする入力装置。
【請求項４】
　請求項１又は２に記載の入力装置であって、
　前記第二パッドは、前記基板の前記基材と対向する面とは反対の面に配置される、こと
を特徴とする入力装置。
【請求項５】
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　請求項１～４いずれか一項に記載の入力装置であって、
　前記誘電体の部材は、前記基材と接するとともに、前記第一パッドと接する、ことを特
徴とする入力装置。
【請求項６】
　請求１～５いずれか一項に記載の入力装置であって、
　前記第二パッドは、その出力の測定条件が前記第一パッドよりも悪い位置に配置される
、
ことを特徴とする入力装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の入力装置であって、
　前記第二パッドと前記制御部とを接続する配線は、前記第一パッドと前記制御部とを接
続する配線よりも長い、
ことを特徴とする入力装置。
【請求項８】
　請求項１～７いずれか一項に記載の入力装置であって、
　前記誘電体の部材は、導光体であり、前記基板に配置された光源の光を前記基材へ導き
、
　前記基材の前記誘電体の部材に対応する部分は、前記光源の光を透過する、
ことを特徴とする入力装置。
【請求項９】
　請求項１～８いずれか一項に記載の入力装置であって、
　該入力装置は、プリンター、スキャナー、コピー機、複合機のいずれか一つの電子機器
である、
　ことを特徴とする入力装置。
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